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■2019 年 2 月 25 日（月）岡山市上之町商店街 
 
１．本調査の趣旨 
（石原） 前に電話でもお話ししましたが、このプロジェクトは 3 年目になります。防災街
区と続いていく戦後の耐火建築ですが、商業をやっている人間はそれを知らずに過ごして
まいりましたが、それに気が付いたものですから調べようということで、あちこちお邪魔し
てまいりました。 
 あの当時にああいうものができたというところでは、建築屋さんのほうの都市計画とい
うものはありますが、商業に非常に大きな影響を与えたはずだと思いますので、そのへんが
1 つです。それから、はじめはよかったなと思っていたハードですが、その後、共同ビルの
困難さというのがあったでしょうし、ましてや区分所有法以前の建物なものですから、その
へんはどういうことでお困りだったのか、そして、いま、これから先どうされていくのかと
いうところも含めてお話を聞かせていただけたらと思います。よろしくお願いいたします。 
 
２．岡山市中心部の不燃化 
（鳥越） 実はこのビルが昭和 36 年にできたビルなのです。当時、昭和 29 年に土地区画
整理法が成立し、それでいわゆる市街地再開発事業という形で我々上之町の商店街が初め
て不燃化ビルというものをつくりました。この商店街の中に 3 つビルがありましたが、こ
のビルだけは 3 階、4 階がテナントで、もちろん先ほど通ってきた通路は共有部分で、どち
らかというと商業ビル的な要素を持っていました。ただ、向かいにある 2 つは、共益部分が
一切なく、見ていただければわかりますが、完璧な土地の所有区分です。それが昭和 36 年
ごろに完成しました。当時、私は 4 歳でした。 
 少し読ませていただきますが、昭和 35 年ごろは駅からの電車通りを広げてまっすぐにし
て、現在の桃太郎大通りにする工事をやっていました。その通りに接続する表町商店街は岡
山を代表する商店街でありましたから、その入口のメインゲートに当たる上之町、つまり
我々のことですが、そこをまずは近代化しようとしたわけです。それに呼応したのが我々上
之町の商店主たちでした。進取の気風も高かったため、表町で新しいことをやるなら、「ま
ずは上之町から」ということで賛成しました。向こうに商店街がまだ 7 つありますが、これ
に比べると中之町や下之町は再開発に賛成しない人が多かったので、いまだにバラバラの
個人店舗の集合体であるが、これが良かったのか悪かったのかはいろいろあるので、また、
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述べさせていただきます、ということなんです。 
 実を言うと、私が読んでいるこの本は、今年の 1 月に我々の商店街で履き物屋の息子さ
んが自費出版で出されました。この中に、これができた当時のことが出ています。 
 
（石原） それは今年出版されたのですか。 
 
（鳥越） そうです。丸善などで入手できます。 
 
（石原） それはありがたい。 
 
（鳥越） これが我々のいる 3 号ビルで、ここが桃太郎大通り、これだけを不燃化ビルに変
えていったという経緯があります。道を広げて不燃化ビルにし、アーケードを取っ払ってア
ーケードのない青空商店街にしました。それで何年かたつうちに、手前から向こうまではア
ーケードが全部ありまして、雨が降った日はアーケードのあるところから向こうへ引き返
していきますので、我々がさびれた思いをしたのは事実です。 
 
（石原） このアーケードを撤去したのですね。 
 
（鳥越） 撤去してこういう形にしましたが、これではいけないということで、平成 3 年に
いまの形状にいたしました。 
 
（石原） やはりアーケードは必要だったのでしょうか。 
 
（鳥越） 必要です。やはり連続性という問題があります。商店街はやはり連続しなければ
と思います。ですから、最初にやって、最初のうちは良かったけれども、雨が降ると我々は
敬遠されたという経緯もありますし、だだっぴろい感じもします。また、共同ビルですから、
2 階建てのうちの店舗だけを 3 階建て、4 階建てにすることができません。ですから、変化
が見えないという欠点もあると思います。 
 
（石原） ハード的に変えられない、更新できないということでしょうか。 
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（鳥越） そうです。いったんつくってしまうと身動きが取れなくなってきます。 
 
（石原） 身動きが取れないという意味では、いまのマンション、共同所有物はいずれもそ
うだと思います。ただ、それが建造物であるので、区分所有法以前の建物でこう割れている
ということだと思いますが、例えば上のほうに廊下がないなど、そのことの難しさはなかっ
たでしょうか。 
 
（鳥越） 当時、昭和 36 年ですから、それはなかったと思います。先輩方はもうほとんど
車椅子ですが、その当時のことでそういう話は聞いたことはありません。 
 
（石原） オープンのときはすごい賑わいですね。 
 
３．耐火建築（線）から防災建築街区（面）へ 
（鳥越） 65 ページですが、「末廣履物店は木造の店があって、その店は戦後焼け跡に建
て直した建物だったのでそれほど古い建物ではなかったが、そこを今回手放して、新しく立
った現在のビルへ入居することになった。古い建物と新しい土地・建物を交換する等価交換
方式だが、ところが同じ面積でというわけにはいかなかった。前より狭くなったのだ。とい
うのは、前の土地・建物の売買金額よりは新しいビルでつくった土地・建物のほうが売買金
額が高くなるからだ。わかりやすく言うと、木造の建物よりも鉄筋コンクリートの建物のほ
うが工事費が高くなる。だから、同じ不動産価値の金額で交換すると新しいビルのほうが狭
くなってしまう」とあります。それは当たり前の話ではあります。 
 そういう形でかなりのお店の方が悩まれた経緯がありますが、「やろうじゃないか」とい
うことでやったのだと思います。 
 この計画は上之町から天満屋ぐらいまでいく計画でした。我々が最初にできて、そして
我々の様子を見て向こうは、「うちはやめる」というのが出てきたわけです。 
 
（渡辺） それはなぜでしょうか。 
 
（鳥越） やはりアーケードがないというのもありました。 
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（石原） しかし、結局向こうもやるわけですよね。 
 
（鳥越） やっているところもあります。中之町はセットバックしたところは 2 箇所ぐら
いあります。 
 
（渡辺） 第 1、第 2、第 3 は中之町であるのですね。 
 
（鳥越） あります。天満屋の前と、パンの木村屋さんの前です。見ればわかります。 
 
（石原） 前にお聞きしたのですが、建設省の『防災建築街区造成法の解説』という本の中
で、ここのことを「線から面へという考え方を最も一般的に示した」といっているのは、向
こう側ということなんでしょうか。それまで点でやっていたのを壁にして、線にしたいとい
うのがもともとの耐火の法律の発想です。 
 
（鳥越） いわゆるセットバックですね。 
 
（石原） いえ、耐火建築ですから、はじめは 1 戸でもよかったのですが、とにかく壁にし
て、それだけではなくこの一帯にこういう感じで面として開発をしたいと、そういうのがだ
んだんと出てきて、それがこの次の法律に防災建築街区造成法になりますが、そのつなぎに
なったと非常に高く評価されています。ですから線から面へというのがどういう形で現れ
たのかと思っているのですが。 
 
（鳥越） 線から面へ……、どういう形でしょうか。柳川の大通りは昔はせまかったので、
それを広げて岡山のウォール街にしようという計画だったと思いますが、我々の商店街は
それに面していますので、そういう感覚かもしれません。こちらにオランダ通りという道が
ありますが、それができたのは平成 10 年ぐらいです。 
 
（石原） この末廣さんというのはおいくつぐらいの方なんでしょうか。 
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（鳥越） 66 歳です。 
 
（石原） では、お父さんの代にこういうことをお聞きになられて、資料もあってというこ
となのですね。 
 
（鳥越） そうです。この方は神戸大学の建築へ行かれた方で、一級建築士を持っておられ
ます。その人が『岡山表町商店街物語 昭和の上之町で育った子どもたち』という形で本を
書かれまして、この中にいろいろなことが書かれています。 
 街並みはこういう状況で、そしてここにいまはアーケードを架けています。 
 
４．岡山市中心部における戦前の商業 
（石原） もともと岡山でいいますと、天満屋さんがあってということだと思いますが、天
満屋さんができたのはずっと古いと思いますが。 
 
（鳥越） 天満屋は戦前です。 
 
（石原） ですから、このへんが岡山の商業の中心地ということで、先ほどおっしゃってい
ましたが、駅前の通りが拡幅されて広がっていくときに、「うちがいちばんだろう」という
ことで進取の気風だったということでしたが、戦後の復興過程でいえばやはりこのへんは
全部焼けてしまったんでしょうか。 
 
（鳥越） はい、全部焼けてしまいました。 
 
（石原） 戦後十数年たっていて、だいぶん賑わいは取り戻してきていたんでしょうか。 
 
（鳥越） もちろんです。賑わっていましたが、商店街の火事が多かったのは事実だと思い
ます。特に西大寺町のほうは歌にもなるぐらいです。 
 
（渡辺） バラック建築みたいな感じだったんでしょうか。 
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（鳥越） みんなそうです。それではまずいということでした。子ども心に覚えているので
すが、3 歳ぐらいのときだったと思いますが、このビルを建築するときに、仮店舗で柳川の
ところに行ったことをいまだに覚えています。 
 
（渡辺） 住宅も併設されていたんでしょうか。 
 
（鳥越） そうです。だいたい 2 階が住宅です。 
 
（渡辺） 開発された直後は住宅だったということでしょうか。 
 
（鳥越） そうです。 
 
（渡辺） これをつくる前も住宅だったのでしょうか。 
 
（鳥越） もちろんそうです。 
 
（渡辺） 生活しているから火が出やすいということもあるのかもしれません。 
 
（鳥越） それもあったと思います。いまは、もう住んでいるのは少ないですし、2 階店舗
もけっこうあります。 
 
（高室） 例えば、当時いらっしゃった方々で、いまもずっと同じ商売をされている方は割
合としてはいかがでしょうか。 
 
（鳥越） 我々は店舗はありません。40 何店舗で 6 軒ぐらいです。 
 
（高室） それは商売を替えずにでしょうか。 
 
（上之町商店街） そのままです。 
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５．岡山市中心商店街と役所とのかかわり 
（石原） あちこちでお話をうかがっていて、大事業に取りかかっていくのは、例えば役所
のほうから「やれ、やれ」と言ってくる場合と、地元のほうから役所を突いて「やらしてく
れ」と言ったのとありますが、こちらはどっちでしょうか。 
 
（鳥越） ここは岡山県開発公社の主導です。ですから、この中にも出ていますが、岡山県
開発公社、そして、これができたときには岡山県開発公社がこのビルの 3 階のテナントで
した。このビルは 1、2 階は下の人間が持っていて、3、4 階は岡山県開発公社が持っていた
んです。ほかのところは違いますが、この 3 号ビルだけはそうでした。その 3 階、4 階に卓
球センターやレーシングサーキット場とか、昔はビアガーデンもやっていました。その話も
この本に出ています。 
 3，4 階はここのエレベータを使って、ヤマハの音楽教室やモリナガクッキングスクール
も入っていました。このビルは 1 階で商売している方は 1、2 階だけが所有で、3、4 階は岡
山県開発公社が所有だったのですが、それを平成 3 年に 1 階の地主が会社をつくって、3、
4 階を買い取りました。ですから、開発公社も解散してしまいました。このビルだけが特殊
かもしれません。ほかのところは、先ほども言いましたが、共有のところはまったくないは
ずです。 
 
（渡辺） 開発公社が民間に貸していたということでしょうか。 
 
（鳥越） そうです。 
 
（石原） そういう形で、話が大きいだけにいろいろ勉強して、あちこち見に行ったみたい
なこともあったのでしょうか。 
 
（鳥越） 当時でしょうか。その話は聞いていません。 
 
（石原） 36 年ですから、全国的には先頭ではなく、少し先行事例があったと思います。 
 
（鳥越） 静岡はそうですね。 
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（石原） 静岡は多いんです。 
 
６．再開発の方向性 
（鳥越） 静岡を見たことはありますが、うちらと変わらないなと思いました。私の印象で
は、何でもそうですが、これをつくったときは賑わいますが、こういうビルは変化がしづら
いです。実をいうと、そろそろ我々も考えなければならない時期にはきています。どういう
形でもっていくかと思っています。 
 
（濱） 何か具体的なアイデアはあるのでしょうか。 
 
（鳥越） いろいろ話はしています。 
 
（濱） どういう議論になるんでしょうか。実際どうかは別としまして、どういう話の内容
になるんでしょうか。 
 
（鳥越） これだけの規模で再開発をしても無駄だということがまず基本的にあります。ま
だまだ大きく、線から面ということでは、向こうにはるやまの本社がありますが、こっちの
電車通りまで、そこまで含めてものを考えなければダメだろうなということです。いま我々
がある商店街に面しているところだけで考えたところでパンチがありません。それは、やは
り行政を絡めなければとてもではありませんができません。 
 あのはるやまさんの本社はずらーっと長いですから、ぜんぜん使っていないところもた
くさんあります。 
 
（角谷） 素人考えで言いますと、例えばハードがボンとあるわけで、これを、無理かもわ
かりませんが、やり直すとか、あるいは逆にいまあるものをうまく使って新しいことをしよ
うとか、その手の議論は何か進んでいるんでしょうか。場所によっては全部やり直してしま
ってやるというところもあれば……。 
 
（鳥越） 全部やり直しだと思います。 
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（角谷） それは無理なので、いまあるところをちょっとでも……。 
 
（鳥越） それは平成 3 年に商店街に取り組んでいます。アムスメール上之町に変えてい
ったときに、このビルを生かして 2 階を少しヨーロッパ風にして、石畳に変えてとやりま
した。 
 
（角谷） それが平成 3 年のアーケードを架けたときということですね。 
 
（鳥越） そうです。シンフォニーホールができたのと並行してやりました。それはいわゆ
る「化粧直し」です。 
 
（角谷） それでは限界なんでしょうか。 
 
（鳥越） それでも平成 15年ぐらいまでは、異国情緒でかなりみんな良かったと思います。
そこから金融ビッグバンやああいうもので痛手を受けまして、郊外化や駅前のイオンモー
ルなどの問題で、いまがいちばん厳しいときじゃないかと思います。 
 
６．イオンモール出店の影響 
（石原） イオンモールはやはり影響が大きいのでしょうか。 
 
（鳥越） 大きいと思います。駅前であれだけのものですし、それからネット販売等ライフ
スタイルが変わっていますので、そういうことを噛みしめながら我々はどういうふうに生
きていくか、まちはどういうふうに生きていくか、それがこれからの根本です。それを考え
ずに 1 階店舗で上はマンションだというような開発ではいいことにはなりません。 
 
７．周辺地域の住宅開発・供給 
（渡辺） 周辺の住宅開発というのはあるんでしょうか。 
 
（鳥越） いっぱいあります。ものすごくマンションが増えています。 
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（石原） では、周辺に人は増えているということでしょうか。 
 
（鳥越） 増えています。 
 
（石原） 岡山市全体では人口は減っているけれども、街中で増えているということでしょ
うか。 
 
（鳥越） 街中では増えています。岡山市は増えています。 
 いちばんの課題は、これからどういうふうに考えていくかです。行政を交えて何回か話し
合いはしています。 
 
８．補助事業の活用 
（渡辺） 平成 3 年のときのお金はどうしたんでしょうか。 
 
（鳥越） 中小企業高度化資金です。 
 
（渡辺） その返済は済まれたんでしょうか。 
 
（鳥越） もう終わりました。あれが平成 22 年度に終わったと思います。そして、平成 22
年度にアーケードの大改修をしたときに、地域商店街活性化法に上之町商店街は受かりま
して、それで 3 分の 2 補助を取って、それを 5 年間で、それも終わりましたが、ポリカー
ボネートを貼り替えなければいけないとか、いろいろな設備をしなければいけないとかや
りました。 
 
（石原） 地活法は私が考えました。 
 
（鳥越） そういう補助金絡みは、実はうちの商店街はものすごく取っています。岡山では
まずダントツだと思います。日本でもダントツかもしれません。 
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（石原） 中之町など向こうよりもと。 
 
（鳥越） ぜんぜんです。 
 
（石原） それはなぜでしょうか。 
 
（鳥越） うちが雇っているコンサルみたいな人がいまして、神戸の人なのですが、そうい
う人などが、「いい情報があるよ」と教えてくれます。 
 
（松田） 聞き逃したのかもしれませんが、平成 3 年に開発公社から買い取ったというこ
とですが、それは高度化資金とは関係あるのでしょうか。 
 
（鳥越） ぜんぜん関係ありません。 
 
（松田） そこはそこで、ただ買い取ったということですね。 
 
（鳥越） 私もその一員ですが、有限会社上之町ビルで、株主は全員地主です。それで借入
をして、3、4 階を買い取りました。 
 
（松田） そのきっかけみたいなのはあったんでしょうか。 
 
（鳥越） 基本的には開発公社が 1、2 階に譲渡する約束をしていたらしいのですが、急に
開発公社が格安で出すから買ってくれということになりまして、開発公社自体が解散しま
したので、身を引きたかったのではないかと思います。 
 
（松田） それに乗ったわけですね。 
 
（鳥越） はい。 
 
９．共同ビルの所有者の権利関係 
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（石原） このビルの所有者は何人でしょうか。 
 
（鳥越） 8 人です。昔はここで商売していましたが、いまは日本全国散らばっています。 
 
（石原） その所有者自身は変わっていないのですね。 
 
（鳥越） 1 軒替わっただけです。 
 
（石原） その中で、例えば私が所有者だったのをやめたとか、息子が継がなかったとか、
世代交代をしながら、ここで次のご商売をする人は替わると思うのですが。 
 
（鳥越） 3、4 階を買い取ったわけですから、替わった人は 1、2 階を買ったということに
なります。 
 
（石原） 1、2 階の人が更新していくときに、中での取り決めというのは何かあるんでし
ょうか。私が出ていくときに、私が誰かに売ってしまえばそれで終わりなんでしょうか。 
 
（鳥越） 言われていることはよくわかりますが、そのケースはまだ出ていません。もちろ
ん税理士などおりますので、そうなった場合はどうするかという話をしているのは事実で
す。ただ、いまのところそういう様子は見受けられません。ただ、1、2 階で商売をされて
いるのは地主の方で、事務所の方は 3、4 階をしているかもしれませんが、3、4 階を持って
いるのはあくまでも有限会社上之町ビルです。1、2 階は区分所有です。ただ、空中権が生
じるのも事実です。 
 
（石原） 区分所有部分の 1、2階で店をやめたら今度はテナントとして貸すと思いますが、
それはコントロールはできないのでしょうか。その所有者が決めるということなんでしょ
うか。 
 
（鳥越） 1，2 階についてはそうなります。 
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（石原） それで、「うわぁ、こんなのが来て」ということはいまのところはないのでしょ
うか。 
 
（鳥越） いまのところはありません。 
 
（渡辺） テナントの動きはあまりないのでしょうか。 
 
（鳥越） けっこうあることはありますが、不動産屋さんとの連携が非常に密なところが
我々にはありますし、飲食はいろいろなところでもけっこう嫌がられると思います。といい
ますのは、我々の上之町商店街は飲食ができるつくりにはなっていないんです。ここにも書
いてありますが、どちらかというと買い回り品的なまちで、東京でいえば銀座のようなまち
でしたから、飲食店を欲しいという人はたくさんおられますが、基本的にはそういうつくり
になっていません。1、2 階が住居や 2 階が住居のところもありますし、そうするとダクト
を入れるのにも非常に苦労します。飲食はこの裏側に集積しています。 
 これからどういうふうに進めていくかは、次の世代の方になってしまいます。それは我々
の力だけではとてもじゃないけれどもできません。 
 
（石原） それをやられるときは、こちらが 3 で、ほかに共同ビルがいくつかありますが、
もちろんそこが一緒になって協議しながら役所を巻き込んで、もっと広いエリアでという
ことで構想を作られるということになるんでしょうか。 
 
（鳥越） そうなります。 
 
（石原） それで、役所のほうは具体的にそれに乗ってきて話を動かすという……。 
 
（鳥越） 呼べばきますが、まだそこまでは考えていません。 
 
（石原） 1、3、5、6 と飛び番号なのはなぜでしょうか。 
 
（鳥越） 2 号ビルはこちらにありました。4 号ビルは、どこだったか、ここらにあるはず
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です。 
 
９．共同ビルの構造上の問題 
（渡辺） いまのところ耐震の問題など構造上の問題はないのでしょうか。 
 
（鳥越） ビル診断では耐震はオッケーだったみたいです。ここはそうですが、ほかはどう
なのか知りません。 
 
（渡辺） では、焦ってやる必要もないわけですね。 
 
（鳥越） そうですね、焦ってやって 10 年はかかると思います。 
 
（渡辺） 焦ってやって 10 年なんですね。 
 
（鳥越） ただ、構想が見えなければ……。各店舗とか、そういう時代になっていくんだろ
うかと、ふと、いま思ってはいます。 
 
（石原） 末廣さんのお店はこの 5 号ビルなのですね。 
 
（鳥越） そうです。これがライザップが入っています。 
 
（渡辺） はるやまさんはどこでしょうか。 
 
（鳥越） ここからこれだけあります。大きいんです。あれも、まだ話はしていませんが、
どうせあそこももう考えていると思います。 
 
１０．再開発事業の権利関係 
（石淵） 例えば、再開発で建て替えたときにある程度コストもかかりますが、現時点でテ
ナントが入っているのであればある程度収入があると思いますが、それを差し引きしても
開発をしたほうが全体としてはプラスなのでしょうか、それとも個々にとってプラスなん
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でしょうか。全体の利益を考えてやったほうがいいのかどうかというところでは、どちらで
しょうか。 
 
（鳥越） 丸亀町方式のように利用権との分離などいろいろなやり方があると思いますが、
テナントが入っているのにやるのは非常に難しい話なんです。ただ、家主の人に話をしてと
いうことになりますが、方向性が決まらないことには話はできないと思います。これから残
っていくためには、どういうのがいいのかということです。 
 
（石淵） できたころの話で確認させていただきたいのですが、最初は等価交換方式だった
けれども、金額ベースなのでもともとの面積よりも小さくなったというお話がありました
が、その分、どこかで余った面積があると思いますが、それは何に活用されたんでしょうか。 
 
（鳥越） 例えば柳川にあったお店にこちらに入らないかとか、ほかのお店を連れてきまし
た。表町がメインの時代ですから、喜んで入ってきました。 
 
（石淵） それはその土地の所有者として入ってきたのか、それとも借地人として入ってき
たのでしょうか。 
 
（鳥越） 所有者としてです。 
 
（石淵） では、それを売った主体は誰になるんでしょうか。その余った分の面積を活用し
たわけですが、それを売る主体はこの事業主体の組合になるんでしょうか。 
 
（鳥越） それは個人だと思います。個人で、開発公社が中に入って売買契約をしていった
ということだと思います。 
 
（石淵） あともう 1つですが、金額ベースなので面積が小さくなったということですが、
基本はいままで建っていたところにそのまま自分の店があるということになるんでしょう
か。 
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（鳥越） いえ、移ってきました。 
 
（石淵） 場所も変わったんですね。 
 
（鳥越） その前の場所が、ここにもありますが、平成 4、5年の見取り図をいま見ていま
す。 
 
（石淵） そのまま自分の上にボンと自分のところができたということではないのですね。 
 
（鳥越） そういうわけではありません。間口の大きさと面積で開発公社が割り振っていっ
たわけです。それで、大きな土地が欲しければ借金してでもということでした。 
 
（石淵） そうすると、場所によって「ここがいい」「あそこがいい」というのがそれぞれ
出てくると思いますが、そういうのはどう調整されたんでしょうか。 
 
（鳥越） それは必ずあったと思います。 
 
（濱） 建てると、元あった家を後ろにやって、そのまま使用されているというのをよく見
させてもらっていますが、ここでは開発した後ろのところはどうなっているんでしょうか。 
 
（鳥越） これはセットバックしたんだと思います。 
 
（濱） では、その後ろはそのまま残っているということなんでしょうか。 
 
（鳥越） 見ていただければわかりますが、残っています。 
 
（石原） 後ろの地形がギザギザになっているけれども、ビルはすーっと通さなければいけ
ないので、という話をあちこちで聞きます。 
 
（鳥越） 私が聞いているのは、ここは 1 つのビルになるのですが、向かいのほうは、いま
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入っているライザップのところの両方が、見られればわかると思いますが、軒下が 2 メー
トルぐらいここも向こうも出ています。ジゾウサンも同じように軒がずーっときていて、そ
こまで個人の所有権で、そこから何メートルまでが共同で開発されたということなのです。
ですからいまおっしゃられたバックしてどうなるのかということですが、これをつくられ
た末廣さんも書いていますが、自分のところの家もいま雨漏りがしていて、それを直そうと
しても自分のところの部分であればいいけれども、表ということになってくると共同でや
っているので、下手に壊したり、改修工事ができないわけです。ですから、こちらのビルと
はまた違って、そういう話を私も聞いて「えっ」っとびっくりしました。そういうように、
向こう側は何メートルか。そして、奥まで突き抜けているお店の方は増築をされたりしてい
ますが、表だけのところもあっていろいろあるようです。 
（濱） この図を見ると、この開発は線のように見えます。 
 
（石原） そう見えますが、建設省のあれはどういう意味で書いたのかということになりま
す。 
（濱） どういうふうに判断されているのか聞きたいと思います。 
 
（鳥越） 末廣履物店はここにありましたので、再開発のビルには入っていません。末廣の
店は 6 号ビルに移りましたので、8 の甲玉堂の上に「末廣履物店」とありますが、これが末
廣さんの店です。 
 
（石原） これがこっちへということですね。 
 
（鳥越） そうです。ですから、6 号ビルの中にはクサカ商店という大きな呉服屋がありま
して、その呉服屋さんがいまのはるやまのところへ移るので、それで店を入れていったんだ
と思います。 
 
（石原） そうしますと、単純に自分のところの敷地がこういうさまざまな形になっている
わけですね。間口もバラバラ、奥行きもバラバラなところにこういうビルを建てるんです、
そしてここが間仕切り、ここが間仕切りという形でというのが我々がいままで見てきた中
でも初期のやつなんですが、こっちの末廣さんがこのビルのここへ来るわけですね。それで
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も、壁はここにできているわけですね。 
 
（鳥越） 壁はできています。 
 
（角谷） その壁は、例えば後でぶち抜きができるぐらいのブロック積みのようなつくり方
をしているとか、そういうことはないんでしょうか。 
 
（鳥越） それはないと思います。ぶち抜いたということはありません。 
 
（石原） こことここは所有権は別ですので。 
 
（渡辺） 両方買って一体にしたと、つまり、後々、隣も買って広げたということはないん
でしょうか。 
 
（鳥越） それもないです。 
 
（渡辺） 構造上、なければいけない壁なんでしょうか。 
 
（鳥越） そう思っているんでしょうか。建築基準法という考え方は持っていたと思います。 
 
（渡辺） それは勝手にはぶち抜けないですね。 
 
（石原） いま、こういうふうに建物が建ちますが、ここに別の人が入ってくるはずですね。 
 
（池上） ほかの場所で営業されていた方ですね。 
 
（石原） ここの人はどうなるんでしょうか。 
 
（鳥越） 商売をやめたり、違うところへ行ったり、もっと大きいところへ行ったりです。 
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（石原） 売ってもいいし、他店に貸してもいいということですね。 
 
（鳥越） そうです。 
 
１１．開発公社が果たした役割 
（角谷） ここは同じようにつくりつつ、商売としては売り買いなり貸し借りなりしながら
入って、変わっていったということなんですね。 
 
（鳥越） そうです。 
 
（角谷） そのコーディネートを開発公社がやったということですね。 
 
（鳥越） そうです、岡山県開発公社です。うちは店が狭かったので、どうしても広いとこ
ろに移りたいということで開発公社に世話していただいて、狭いところから広いところに
替わりました。 
 
（角谷） 開発公社が一手に調整をしていたということですね。 
 
（鳥越） そうです。「あそこの店、空いてるけど行きますか」と、「よしゃ、行こう」と
いうことです。もちろん、金は借ります。 
 
（石原） そういう意味で面的なのかもしれません。入れ替えをしています。 
 
（鳥越） 昭和 36 年前の店の配列とはぜんぜん違っているはずです。 
 
（角谷） そういう発想になったのはなぜかというのはご存知ないでしょうか。普通は、こ
こにもともとおられた方がそのまま話に乗ったという形で自分のお店を支えるようなイメ
ージあったのですが、それを利用しつつ、建物だけつくってガラポンでみんなやったという
ことになりますね。 
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（鳥越） そうです。 
 
（石原） いままでそういう話は聞いていません。 
 
（鳥越） ですから、うちは鈴木さんの横だったんです。それで、うちの親父が「もうちょ
っと広いところないか」と言って、こっちへ来られる、うちは自分の力で大きなものをつく
るからと言って、そういう経緯でとうちの親父が言っていました。 
 
（角谷） そういうことはなかなかできそうにないというか、非常に珍しい調整がうまく進
んだんだなと思います。 
 
（鳥越） 当時はそうなのかもしれません。 
 
１２．再開発時の組合組織 
（渡辺） 皆さん、その当時、古い人だと何代目ぐらいの人たちだったんでしょうか。 
 
（鳥越） 当時は 2代目、3代目だと思います。 
 
（渡辺） では、その土地に対するこだわりはそんなになかったのでしょうか。 
 
（鳥越） なかったと思います。ですから、ここの 8の上にある甲玉堂文具店は柳川の通り
に大きなビルを建てました。 
 
（渡辺） 天満屋さんは動いていないのですね。 
 
（鳥越） 天満屋は動いていません。 
 
（渡邉） この事業が行われるぐらいのときには商店街には組合のような組織というのは
あったんでしょうか。 
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（鳥越） 上之町商業協同組合はありました。 
 
（渡邉） もうあったんですね。 
 
（鳥越） ありました。昭和 34 年にできています。そのときの理事長が三宅さんで、この
人が先頭に立ってやられましたというのは間違いありません。 
 
（渡辺） それは再開発組合みたいなのとはぜんぜんちがいますね。 
 
（鳥越） ぜんぜん違います。 
 
（渡辺） 所有権の問題はぜんぜん別に、個人でやり取りをしているわけですね。 
 
（鳥越） はい。交通整理を開発公社がやりながらです。 
 
（石原） 向かいの 6号ビルは 3階建てでしょうか、4階建てでしょうか。 
 
（鳥越） 3 階建てです。 
 
（渡辺） その後、個人でもう 1階上に足したということはないんでしょうか。 
 
（鳥越） それはないと思いますが、もしかしたら 6号ビルで 1軒あるかもしれません。こ
こは全部 4階までありますので（そういうことはありません）。 
 
（石淵） いま、空き店舗は少しずつ増えていると思いますが、その空き店舗の 2階に住ま
われている方もいらっしゃるんでしょうか。 
 
（鳥越） いえ、ほとんどいません。 
 
（高室） では、どちらも空いているということですね。 
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（高室） もともとこの施設をつくったときにイメージしていたのは、元の商店街のように
商店が並んでいる通りをイメージしているのか、縦に伸びたショッピングビル、デパートの
ようなイメージだったんでしょうか。 
 
（鳥越） 商店街です。ここだけはちょっと異常で、3、4 階で遊戯施設を持っていました
し、それは開発公社がプロデュースをしていました。ほかのところは商店街そのものという
形です。 
 
（石原） 鳥越さんのところも 2階にお住まいだったんでしょうか。 
 
（鳥越） 子どものころはもちろんそうです。 
 
（石原） いまもでしょうか。 
 
（鳥越） いまはお袋がおるだけで私たちは外です。 
 
（石原） いま、2階はそんな感じのほうが多いのでしょうか。 
 
（鳥越） 住んでおられるところもありますが、そういうところが多いと思います。 
 
（石原） いつごろからそういう形で動くようになったんでしょうか。 
 
（鳥越） 昭和 56 年ごろじゃないでしょうか。 
 
（石原） やはり、狭いんでしょうか。 
 
（鳥越） 狭いということと車だと思います。でも、お年寄りの方は、「もうあんな大きな
家はいらんわ」と、「庭をいじるだけでも往生する」と言ってだんだんこっちのほうに帰っ
てきています。 
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１３．再開発事業前後の商業の変化 
（石原） 先ほどのオープニングのときの写真ですが、どこへ行ってもそう思いますが、オ
ープニングのときすごいです。こういう形の賑わいというのはいつごろまで続いていてい
るんでしょうか。 
 
（鳥越） 私の感覚でいうと昭和 50 年ぐらいじゃないでしょうか。アーケードがないがた
めに雨の日はこっちまで来ません。これではダメだということで、シンフォニービルが再開
発でできて、それに合わせて我々もどうにかしようということでいまの形状をつくり上げ
ました。 
 
（石原） 例えば、鳥越さんのところでいえば、このビルができたときですが、引っ越して
きまして店が大きくなったということから言えば、商売の仕方は変わと思うのですが、子ど
ものころだからそれはわからないでしょうか。 
 
（鳥越） うちはゴム屋で、ゴム靴や地下足袋などを売っていたんですが、今度は革靴など
ちょっと高級なものを入れていかなければいけないという形にしていったと思います。 
 
（石原） そういう形の商売の変化というのは、これだけ大規模にあっちもこっちも動いて
いると皆さんも経験されるんでしょうね。 
 
（鳥越） それは間違いないと思います。 
 
（石原） その場所にふさわしい商売ということですね。 
 
（鳥越） はい。買い回り品のまちですから、どちらかというと高級品が多いと思います。 
 
１４．建設当時の借入金 
（松田） 建設当時のことでおうかがいしたいのですが、借入の金額が当時のほかの事案と
比べると突出して多く、5億 4,000 万ぐらい銀行から借りられています。 
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（鳥越） それは平成 3年の話じゃないでしょうか。 
 
（松田） いえ、当時です。 
 
（鳥越） 昭和 36 ですか？ 
 
（松田） はい。 
 
（鳥越） そのあたりはわからないです。 
 
（松田） 工期を急ぐために借入を増やしたということが少しだけ載っています。仮設店舗
が柳川かどこかにあって、そこから再開を急がれたというのは何かあるんでしょうか。 
 
（鳥越） ここに写真が出ていますが、バラック建てで住めるような状況ではなかった気が
します。私も仮店舗にいましたが、ものの半年もいなかったと思います。 
 
（松田） 7 ヶ月で建てられているのはすごい速さです。 
 
（鳥越） そうです。たしかに、そうじゃないかなと思います。 
 
（松田） 補助金を追加で申請して待つよりも、とにかく早く建ててっていう感じだったん
でしょうか。 
 
（鳥越） 個人は個人で借入しますし、建設は開発公社の関係になるんだと思います。これ
が仮店舗です。そのときには柳川の大通りが完成していましたから、仮店舗は車道のほうに
出しています。 
 
（石原） 商店街の商業者にかなり力があったということなんだと思います。昭和 35、46
年というと、時代もずっとこういうのが感じられるころですから、イケイケということだと
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思います。 
 
（鳥越） そうかもしれません。 
 
（石原） 上がっていくと思えば突っ込めますから、そうだったんじゃないかと思います。
いまならしませんね。 
 
（鳥越） 当時の 5億ですから、すごいですね。 
 
（石原） ケタが違うんじゃないかと思うぐらいです。 
 
１５．岡山市中心商店街の商圏 
（渡辺） お客様はどこから来ていたんでしょうか。この周辺にいっぱい住宅があったんで
しょうか。 
 
（鳥越） 電車やバスで岡山県下から来ているはずです。表町というと県下最大ですし、当
時は表町しかありませんでした。 
 いまの我々の課題は次の世代をどうするかです。 
 
（渡辺） いま、お客様は車で来られるんでしょうか。 
 
（鳥越） 駐車場はいくらでもあります。車、公共交通機関、自転車とあらゆるもので来ら
れます。マンションが多いですから。 
 
（渡辺） 食品は別にスーパーがありますでしょうから、ここに来るのはそういう目的では
なく、買い回り品ということなんでしょうか。 
 
（鳥越） いま、時代的に買い回り品も厳しいです。 
 
（渡辺） イオンから天満屋まで買い回る人はいるんでしょうか。 
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（鳥越） いえ、基本的に客層が違うと思います。 
 
（渡辺） このあたりを利用するお客様は天満屋さんに来るほうが多いんでしょうか。 
 
（鳥越） 多いと思います。 
 
（渡辺） イオンからの流れはあまりないんですね。 
 
（鳥越） あまりないと思います。 
 
（渡辺） イオンのカードは使えるんでしょうか。 
 
（鳥越） もちろん使えます。 
 
（渡辺） あまり使う人はいないのですね。 
 
（鳥越） いることはいますがあまりいません。 
 
（石原） イオンさんはちゃんと商店街の会費を払っているんですね。 
 
（鳥越） もちろんです。 
 
（石原） この前に寄せていただいたときに、ちょっとご縁がありましてお話を聞いていま
したら、「払ってくれるんです」とおっしゃるので、「どのくらいもらえるんですか」とお
聞きしたら、「言えません。そうとうもらっていますが言えません」とおっしゃっていまし
た。ここが 1号なんです、大きいショッピングセンターでそういう地域のところにイオンの
ほうから「入ります」というのは。 
 
（鳥越） 岡山市には商店街連合会がありますから、それは商店街と大型店が一緒の組織で
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すから、その絡みで行政が事務局になっていますので大きいんです。 
 
（石原） この後に旭川も「ちゃんと払ってもらっています」と言っています。向こうは商
店街はガタガタになるんです。 
 
（鳥越） 旭川にできるんでしょうか。 
 
（石原） できています。 
 
（鳥越） 北海道新聞から、ここにイオンができて商店街の影響はどうですかとうちに来ま
した。 
 
（石原） あそこはイオンが駅に直結していて、道 1つ隔てたここが商店街なんです。駅が
ここで、イオンがここで、商店街はこうあるんです。ですから、こっちがいかれました。こ
こはまだちょっと駅からこう離れて、ここがこういう感じなので、構造は少し違う感じはし
ます。 
 
（鳥越） 新聞社が来られたので、「何の話ですか」とお聞きしたら、そういう話でした。 
 これからどうやっていくかをいろいろな人を巻き込みながら考えていかなければいけま
せん。商店街だけでものを考えるのは変だと思われます。 
 
（渡辺） ほかの共同ビルの方と一緒に話す機会というのはしょっちゅうあるのでしょう
か。 
 
（鳥越） 組合員ですから、それはあります。上之町商業協同組合のメンバーです。皆さん
賦課金を払っています。 
 
（石原） 上之町商業協同組合の中にいくつもビルがあるということですね。 
 
（鳥越） 考え方としてはそうです。それは昭和 36 年にできたビルで、だいたいこのアー
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ケードに面したところは全員組合員です。 
 
（石原）） ここまででしょうか。 
 
（鳥越） そうです。 
 
（石原） では、こういう感じなんですね。 
 
（鳥越） そうです。ここがシンフォニーホールです。こっちは違います。とりあえずアー
ケードに面している人たちだけは組合員にしています。こちらは町内会ではありますが違
います。町内会は大きいですが、その中でアーケードに面して商業をしている人たちが上之
町商業協同組合です。そういうふうにくくっています。 
 
１６．岡山市における中心市街地活性化策 
（渡辺） 中心市街地活性化はやっていらっしゃるのでしょうか。 
 
（鳥越） 中活のほうは市がやるやつだと思いますが、岡山市がようやらなかったんです。
そのときに、平成 21 年か 22 年のとき、リーマンショックの影響で商店街活性化法という
のができまして、1つの商店街でもできますのでそれに飛びつきました。それでアーケード
改修の金額を捻出しました。何回も広島に行きまして、こうだこうだと言ってやりました。 
 
（渡邉） 全体で考えるというのは商業協同組合さんのエリア全体で考えようと、こういう
ことでしょうか。 
 
（鳥越） そうです。上之町町内会的なニュアンスです。 
 
（渡邉） この 1つの建物ではなく、これら全部でどうするかということですね。 
 
（鳥越） そうです。ですから一期工事、二期工事、三期工事みたいな感覚になってくるん
だと思います。ランドリーさんでもみんな古いですし、はるやまもそうです。 
30 
 
 
（渡辺） 「岡山ランドリー」というのは何でしょうか。 
 
（鳥越） クリーニング屋さんです。 
 
（渡辺） 工場でしょうか。 
 
（鳥越） そうです。 
 
（渡辺） 大きいですね。そしてはるやまは本社なんでしょうか。 
 
（鳥越） 本社オフィスと倉庫です。こういうところはスーパーに貸したり、ものすごく大
きいんです。はるやまさんも町内会です。 
 
（渡辺） 町内会は広いのですね。 
 
（鳥越） 上之町がいちばん広いです。 
 つたない説明でしたが、これ（本）がいちばんわかると思います。 
 
（石原） いえ、ありがとうございました。本当にタイミングがよかったです。 
 
（鳥越） ぜひ、丸善で購入されてください。 
 
（石原） どうもありがとうございました。 
［了］ 
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■2019 年 2 月 26 日（火）福山本通商店街 
 
１．自己紹介 
（木村） 私は昭和 20 年生まれで現在 73 ですが、16 歳のとき、このお隣の商店街に住ん
でおりました。ところが福山市関係のところにいろいろお聞きしたところ、昭和 36 年ごろ
のことはぜんぜんわからないということでした。 
 私たちは年表のようなものを作っておりまして、それに基づいてのお話でしたらできる
のではないかと思っております。私が用意しております資料は、アーケードを取っ払ってあ
あいうワイヤー状態にしている、それが一昨年、完成したときにこういう小冊子を作ったの
ですが、その小冊子の白黒コピーをお渡ししておきます。 
 それから、もう 1 つ、これは私どももこういう特殊なアーケードをつくっております関
係で、全国からいろいろご視察におみえになりますので、そのための説明資料として「とお
り町ストリートガーデン計画」というものを作っておりまして、これは昭和 36年ではなく、
平成のつい最近のものになります。 
 いま、お配りしたものは、白黒コピーしている「That’s 福山とおり町」というもので、
そのいちばん最後のほうのページに徳川家康のいとこさんがここへお城をつくり、そこか
ら出発したんだという江戸時代からずっと近代、現代、そして 2016 年までを年表にしてお
りますので、これでおうかがいの部分にちょっとでもお答えできればなと思っております。 
 左側の地図は福山駅やいまの右のほうがここの本通の地域であるということを示してお
ります。 
 以上が私たちの話ですが、いろいろご質問をいただく中でお答えできるところはしてい
きたいと思っております 
 
２．福山市本通商店街の最盛期 
（石原） ありがとうございます。 
 30 年ぐらい前になりますが、一度お邪魔したことがあります。88 年の「元旦朝市」のと
きの理事長のウラベさんのときだったと思います。 
 
（木村） いちばん盛んなころです。 
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（石原） そのころ、一度お邪魔させていただきました。 
 そして、6、7 年前にもう一度、アーケードのときにお邪魔しました。 
 
（木村） アーケードは何度も作り替えておりますから、たぶん、いま先生がおっしゃるの
が 1983 年、年表の左側の上のほうの昭和 58 年ぐらいにアーケードをやり替えております
ので、そのことだったでしょうか。 
 
（石原）昭和 63 年 10 月に「元旦朝市なんでも日本一表彰」と書いてあるころだと思いま
すが、非常に印象的に覚えています。 
 
（木村） いちばんバタバタやっていたころです。 
 
３．福山市本通商店街の耐火建築建設の背景 
（石原） そのときにはアーケードがありました。ここにいるのは全員、商業・流通系の人
間で、建築がいないのでそういう問題意識もなかったのですが、後になって、戦後の比較的
早い時期から建設省主導で、街中が火災になると損失が大きくなるということで、耐火建築
をずっとつくっていくというプロジェクトが大々的に進められることになります。この本
通もその適用があり、そういうビルがあるというのがわかったんです。必ずそうだという保
証はないのですが、そのイメージとしては、2、3 軒、少なくとも数軒が 1 つの同じ建物に
なっている連棟で、3 階か 4 階ぐらいで、ひょっとすると 5、6 軒、あるいは 7、8 軒並んで
いることもあります。 
 
（木村） それは昭和ですから、ここの右側の表の 1966 年、昭和 41 年 12 月 15 日に福山
本通 SC 開店となっております。実はその場所はここなんです。この約 360 坪の敷地に、本
通商店街の理事長を含め組合員が 20 店舗ぐらい軒をずーっと連ねてありました。それが一
緒になって、そこへ福山本通ショッピングセンターをつくろうということで、5 階建ての建
物をつくりました。 
 
（渡辺） お名前は「ほんどうるピック」でしょうか。 
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（木村） それが改装して、「ほんどうるピック」に改称したのが 1975 年、昭和 50 年で
す。この時代背景ですが、ここは江戸時代からずっと商業が盛んなところで、小売商のいち
ばん店がずっと軒を連ねていってやってきていました。ちょうどここは B29 でほとんどや
られましたので、戦後では 1946 年に戦災復興都市計画なるもので道を付け替えるなどさま
ざまなことをやっておった時代がありまして、それから 1959 年、昭和 35 年に本通のアー
ケードを改装したしますが、それまでのアーケードの天蓋を少しやり替えるような作業を
いたしました。 
 いちばん経済的な視点からの問題は 1966 年、昭和 41 年 11 月 4 日に日本鋼管（現 UFJ）
という製鉄所が進出し、ここで工業都市として大きく変貌していきます。それの法的な背景
は、その 3 行上の、昭和 38 年の備後工業整備特別地域指定ですが、その法的背景は違いま
すが、倉敷の水島地区に負けてはいけないということで、いままで城下町＋商業でやってお
ったこの瀬戸内臨海工業が急激に工業化していきます。工業化していくと、大量消費時代に
入ってきて、駅前にダイエーやニチイなどができていきます。それに対抗して、いまの 1966
年、昭和 41 年の福山本通ショッピングセンターをつくりました。 
 これのプラス・マイナスはいろいろあるのですが、ちょうど裏に公園がありまして、現在
整備していただいておりますが、ここの公園を駐車場にして、こちらの 360 坪のところに
5 階建てのものをつくろうという計画だったのですが、その駐車場計画に大反対運動が起き
ました。誰が反対したかといいますと、近隣住民でした。ですから、本通ショッピングセン
ターは開店当初から交通的に非常に問題を抱えた、つまり駐車場のないショッピングセン
ターになります。 
 ただ、集まった組合員の 20 軒の皆さんはそれぞれ実力のある人たちで、ショッピングセ
ンター協同組合を作ったのですが、寄り合い所帯で、ピラミッド型の組織ができませんでし
た。商店主が集まっているので、皆さん 1 人 1 人が殿様ですから意見の集約ができません
でした。そういう組織体であったということと、ハード的に駐車場が確保できなかったとい
う 2 つの問題によって、ダイエーやニチイ、駅ビルに対抗する術もない状態でした。 
 
４．福山市本通商店街の事業展開 
 ところが、工業化の流れの中で日本鋼管という大きな会社ができ、急激に人口が増えてい
きましたし、高度成長時代ですから、問題はありましたが頑張ってやられていました。 
 それで、先ほど 1975 年、昭和 50 年 12 月 1 日に「ほんどうるピック」に改称しましたの
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は、ショッピングセンターを大改装して頑張らなければいけないということになったから
です。 
 いまとは違って、その当時、世の中は物を並べていれば売れる時代でした。そんなに努力
に何もせずに売上高は上がっていきました。昭和 50 年というのは、地域の商店街のいちば
んいい時代だったと思います。そういう中でアーケードもやり替えたり、59 年には立派な
アーケードを作って、ストリートで結婚式をしたり、綱引き大会をするなどイベントをどん
どんやっておりました。いま私は 73 ですが、この当時が 40 歳ぐらいで、40 歳までの連中
を全部集めて、青年部をつくって、それによってどんどんやっておりました。 
 やっていた資金はどこからという話ですが、実はこれから100メートル向こうのほうに、
以前、そのショッピングセンターの理事長であった方が青果会社の社長で、その青果卸団地
が郊外へ移転したときに、そこが丸々空きまして、そこを駐車場として本通が貸してもらっ
ていました。ですから年間 300 万～400 万ぐらいのお金がこちらへ入っておりました。で
すから、少々のことは大丈夫でお金をどんどん使っていました。ですから、こういう時代は
あまり補助金などは関係なしにやっていた感じです。 
 
５．福山市本通商店街のコミュニティ・マート計画 
 駅から 500 メートル東がこの通りで、駅から西というのは商業地ではなかったにも関わ
らず、500 メートル向こうへ大きなそごうができました。そして 1989 年、平成元年の話で
すが、私も参加して約 5,000 万集めて福山市街地開発なるものをつくりました。何故につく
ったかというと、実はこのショッピングセンターが倒産し、そのままの状態だったのでそれ
を買い取ろうとしたわけです。ところが二番札で失敗しまして、ご記憶にあるかどうかわか
りませんが、平安商事という大阪でそうとう頑張っていたところがありまして、その平安商
事が一番札で、こちらが二番札で負けてしまいました。そうしましたら、結局、平安商事は
いまはないゼネコンの佐藤工業と組んで、ここにマンションを計画しました。 
 当時、私が理事長だったのですが、大反対運動を起こしましたが、できてしまったんです。
それができるまでに大きな作戦とすれば、戦略的に本通は地方都市のいちばんの商店街に
はもう復活は難しいでしょうと、大型店が郊外へ張り付いていって、駅の中心部は駅前を重
要視し、向こう側にそごうまででき、こちらから約 1,000 メートル向こうの工場跡地にポー
トプラザというのができるので、そこへ始めて西のほうではいちばん大きくなるイトーヨ
ーカドーもでき、向こうとこっちとに挟み撃ちされて、しかも、交通の便がよくないという
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ような中で、これは立ちゆかないないのではないかと、そういうことで商業中心とせずにコ
ミュニティを中心にしようということで、平成 4 年に「本通コミュニティ・マート計画」を
作りました。ここで初めて、計画作りに対して通産省から 3,000 万の寄付をいただきまし
た。 
 そして、私が東京の商工会議所へある集まりで行ったとき、そのときは沖縄から北海道ま
で全国の商店街の指導者が集まっていたのですが、そのときはあまり関係がないと思って
後ろのほうに座っていたのですが、そこに大阪の藤田邦昭先生が、「ここには福山の本通商
店街からもいらっしゃっておられます」言われて、「何のことかな」と思ったりしたのです
が、我々の元旦朝市等の話で、「駅前から立地が悪くなっているにもかかわらず、ものすご
く頑張っているというところがあります。きょうはそこから来ておられます」というような
お話をされました。 
 それをご縁にして、ここをコミュニティを中心にして開発するのであれば藤田先生にお
願いしようかなということで、ちょうど通産省から 3,000 万ほど計画作りに補助金を出し
ますということでしたのでその 3,000 万いただいて、それで藤田先生の都市問題経営研究
所にお願いして計画作りをしていきました。 
 その計画作りなるものは、ここのショッピングセンターの跡を中心に笠岡町街区全体を
再開発していこうというものでした。いままでのショッピングセンターと同じような商業
核はどうしても必要だという計画でしたが、そうこうしているうちにバブルがはじけまし
て、夢物語をやっているわけにはまいりませんので、1 つの構想として出来上がりましたが
実現は困難でした。 
 我々もまだ元気なときでしたから、いろいろな補助金を使っていろいろなことをやるの
ですが、例えば 1992 年にカナダインターナショナルビレッジと姉妹縁組を締結しました。
これはジェトロ主導で、300 万か 400 万補助が出ますという話で、海外と友好縁組みを結
びます。なぜカナダのインターナショナルビレッジだったかといいますと、カナダにハミル
トンという都市がありまして、そこと福山が姉妹縁組を結んでおりました。それは何故かと
いいますと、向こうも五大湖の近くで製鉄業、こちらは瀬戸内海で製鉄業など一致する部分
が多いということでした。その中の商店街でインターナショナルビレッジというところが
あり、そこと姉妹縁組を結ぶために私も向こうへ行きました。 
 ショッピングセンター跡にマンション計画ということで平安商事が全部壊しまして、
我々は大反対運動をしておりましたが、反対ばかりではいけないので、そこの更地を貸せと
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いうことで、姉妹縁組を結んで何年目かの記念に、向こうから市長などが来られるのでそれ
を歓待するためにそこにインターナショナルビレッジと縁組みを結んだものを風景にしま
しょうということでやりました。 
 私は商工会議所の名刺ももらっておりますが、これも差し上げますということで、「まち
づくりコーディネーター」なる名前ですが、その当時、市商連などの理事長もやっておりま
したし、小売商業部会の部会長もしておりましたので、小売商業に対する見方と福山の難し
いところを何とか切り拓いていかなければいけないという気持ちが非常に強うございまし
た。ただ、その当時、商工会議所とはタイアップしておりましたが、福山市とは VS 関係が
ございました。商業者ほとんど福山市と対立した状況だったわけです。これはこれからあま
りうまい話にはならないなということで、1992 年のカナダインターナショナルビレッジを
ハミルトン市と提携することによって、福山市と一緒にいきましょうと、市長も替わったと
いうこともありましたが、ここから VS 関係がなくなりました。 
 結局、これでこういうような建物ができました。マンションの皆さんは 1 階からみんな
住居にするということだったのですが、これに大反対いたしまして、そうであれば我々で買
いますということで、組合でここの 1 階部分のここの場所を買いました。1 億 1,000 万の予
算でした。ちょうどそのときの通算の補助が半額の 5,500 万、あとの 5,500 万が広島県の
高度化資金でした。それともう 1 つ、とにかく商業者がこれだけ自分たちの銭を使ってや
るのだから、隣接しているところを全部福山市が趣旨に則ってきれいにしてくださいとお
願いして、公園整備を全体にしてもらいました。ショッピングセンターも借り上げをしてい
たところなどいろいろありましたので、それも福山市に全部買ってもらったわけですが、地
主が宝塚のほうにいるということもあり、私も宝塚まで行って話をしたりもしました。「市
が買うと言うんですから、奥さん、よろしくお願いします」とやって、そういうことでずっ
と買い上げていただきました。 
 そしてここの通町交流館なるものをつくったわけですが、藤田先生のときのコミュニテ
ィ・マート構想とは少々内容は違いますが、コミュニティというものがこの次の時代のテー
マなのかなという側面はありました。ここを作ったのが、ちょうど昨年が開設 20 周年でし
たが、20 年間でようやくその高度化資金の返済ができました。皆さんありがとうございま
す。 
 この『よんまちかけ橋新聞』というのは、本通だけでは地域発信が難しいので、隣接して
いる 4 つの商店街が一緒になってというのを 2 年ほど前からやっております。これは、ち
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ょうどお話ししましたが、カナダでインターナショナルビレッジの皆さんと調印するとき
の姿です。 
 
６．近年の福山市本通商店街の事業活動 
 そのような中で、2009 年、平成 19 年、「とおり町再生物語」を提案しました。実は、私
はインテリアの商売をやっておったのですが、息子が継がないと言うのでそれはもう辞め
まして、左手にブランデーを飲みながら、こっちで本を持ってロッキングチェアでゆっくり
と余生を送ろうと思っていたのですが、いまは商売人がまちづくりに精力を使うというエ
ネルギーがほとんどなくなってきていまして、商工会議所から、「木村さん、ブラブラして
いるんでしょう」と「名刺を差し上げますから、頑張ってください」と言われたんです。 
 それで、とにかくアーケードが老朽化しているというのがいちばんの問題で、ここに本通
という通りが 330 メートルあるのですが、それに引き続いて向こうへ 110 メートルの本通
船町商店街というのがあります。結局、この JR 線から国道までの 440 メートルを同じよう
な環境でもっていかなければいけないということがどちからともなくありました。このあ
たりはあまり雪が降ることはないのですが、あるとき、そうとうな雪が降って本通船町さん
のアーケードが壊れたんです。これはもう大変な緊急な問題であるわけですが、福山市は、
今後商店街はダメだから市民の税金をそれに費やすことは難しいという態度を平気でしま
した。 
 では、頑張っている姿を福山市や市民に見せなければいけないということになりました。
実は、最盛期にはここには 100 店舗ほど店があったのですが、80 店舗になって、その当時
は 60 ぐらいの施設の中で、20 店舗が空き家状態でした。そんなところに市民の税金を投入
するわけにはいかないと福山市が言うので、であればその空きを全部埋めてやろうと思い
ました。空き家を埋めるためには、「こういうことに本通は変わる」という新しい姿を見せ
るということで、例えばパンフレットを作って「カフェテラスの似合うまちに変わります」
というような、そういうことでいろいろやっておりました。 
 経済的に言いますと、駅前地区が坪 1 万円から 1 万 5,000 円ぐらいの相場だったと思い
ますが、こちらはその半分の 8,000 円ぐらいと思っていたのですが、それでもなかなか難し
いということでした。先生、こういうことなんですが、いまごろの若い人、皆さんも若いで
すが、「私は 5 万円までしか払えないんです。5 万円のところはどこかありませんか」とき
ます。「面積は？」と聞くと、「それはどうでもいいんです。2 坪でも 20 坪でもいいので、
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とにかく 5 万円まで」という、そういう感覚的なことで言ってきます。 
 また、家主の皆さんというのがこのあたりの課題でありますが、駅前地区の店舗と違って、
向こうはいつでも貸せるという構造なんですが、ここは店主が上に住んでいたり、裏に住ん
でいたりしていて、店は貸すけれどもトイレはないというところが多かったんです。そこを
福山市に訴えて、補助を出してもらおうということで、100 万円までは出しましょうという
話や、あるいは会議所で家賃補助をしましょうとか、そういうふうなことになりました。 
 私も長い間こういうことをやってきておりますが、あらためて行政というのはこんなも
のだなと思いました。行政というのは営業部がないところなんです。ですから、こちらがこ
うだ、あーだと言うと、ようやく裏の引き出しから「こんな補助があります」と出してきま
す。「あなた、なんでそれを早く言わないんですか」と聞くと、「これは 5 年間使っていな
いです」と言われると「バカヤロー」という話ですね。 
 それで、それを最大活用し、20 店舗のうち 10 店舗ぐらいはそれでどんどん埋めていきま
した。そうしたら、少し大きなやる気のあるところもありますし、ちょっと趣味的な店をし
たいというところもありますし、さまざまですが、いま現在の問題は、モグラたたきの状態
で、60 店舗のうち、私の年齢は 73 ですが、それ以上の経営者もバラバラおります。そし
て、だいたいは息子が継ぎません。 
 そうであれば、資産運用型のまちにしましょうと、こういうまちにして、皆さん、固定資
産税をお支払いになるのであれば資産運用型のまちに切り替えましょうということを 1 つ
のテーマにしたのですが、「いやいやトイレが」というので、それは 100 万円の補助でちゃ
んといたしましょうということになっています。そうであれば、先ほど言いましたように、
どんどん空き店舗は埋まっていくのですがモグラたたきです。いちばん良い時代であれば
並べておけば売れましたが、いまは並べていても売れません。ですから、いままでのアーケ
ードではないような、こういう面白いまちにしていくと、無責任な話ではありますが、早く
決断してほしいと思っています。もう、ぼけーっと後がどうにもならんのを何年も続けるよ
りは、もうはっきりと印籠を渡して、「おたくがもう貸しなさい」ということをどんどんや
っていかないとだめだという話です。 
 一般的にこういう組合幹部の連中はここで仕事をしているのであまり言えませんが、私
はちょっと特殊な立場にいるので横からいくらでもそういう話ができます。それは不動産
屋さんがされるんじゃないですか、と言われますが、いや、不動産屋はただビジネスにして
いるだけです。情報量が我々が持っているものと不動産屋が持っているのとは違うんです。
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地域の問題についてはこちらが圧倒的に情報を持っています。ご主人が何歳、あの奥さんは
あっちから来て、性格的にはこういう人でというのをみんな知っています。地域の問題を解
決するためには、どうしても地域の人をよく知っていかないとダメなんです。偉い先生だと
いってぽっと来てもらって、計画作りをいくらしても血が通いません。 
 そういうようなことで、私自身の話になれば、頑張れるときまでということで、「では、
木村さん、あんたが頑張らんと言ったら後が続くんですか」というところです。結局、いま、
この午後も話をするのがある大きい病院の奥さんなんですが、「子ども食堂的なものを考え
ているのでどこかありませんか」と言われるんです。実は私の長女もそういうことをやって
いて、長女のやっていることというのは、貧乏で学校へ行けない子、ドメスティックバイオ
レンスで非常に困っている子たちを中心にしているので、フードバンクからいっぱいただ
できます。それで、うちの女房もぶらぶらしているので、「あんた、ぶらぶらしとるんだっ
たら、手伝ったら？」といって、手伝っています。 
 しかし、午後お会いする病院の奥さんは、そうではなく、病院へたくさん事務員なり看護
士さんなりが来ていらっしゃって、そのお子さんがたくさんいらっしゃいます。いま、銀行
でも何でもかんでも、女性が活躍時代だといっても、女性は子どもがひっついていますから、
その子どもを面倒をみる場が中心部で必要ですから、それでどこかありませんかという話
です。 
 ですから、土地の使い用というのはいままでの物売りのように、商品を置いておいてそれ
をどうのこうのではなく、さまざまな形態の仕事の中で、では中心部よりも車の便がいい郊
外にあればよろしいというのですが、結局、どういうことなんでしょうか、結局、人間を主
体にするというのは、ロボット化していく中でのアンチテーゼかもしれません。中心部にコ
ミュニティ、出会い場、特にこの本通はそれでいきましょうということなんです。 
 たまたま私の先輩がつくっている「わくわく街家研究所」なる NPO がありまして、結局、
ハード的にはこのアーケードも自然と一体となった設計をしている地元の若手で将来性の
あると言うので、「将来性があるんですか」と聞くと、「前田さんは若手で建築家で今年活
躍した世界の 10 人に入っているんです」ということでした。それで、いろいろ設計しても
らったら、ちょっと特殊なものをつくって、でも、グッドデザイン賞の優秀賞をもらいまし
たので、それはそれでハード的には良かったと思います。 
 片方ではどうしてもソフトで、空き店舗対策とコミュニティをしなければいけません。そ
れで、私が先ほどの NPO を先輩から譲り受け、これを利用して、経済産業省にコミュニテ
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ィハウスをつくりたいということでお願いしたら、3 分の 2 の補助を受けることができまし
た。活性化の認定を受けておりますので、簡単に通りました。 
 それが、「コミュニティハウス umbrella」です。なぜ「umbrella」なのかというと、傘
屋だったんです。それで「umbrella」にしました。ぼろい家なんですが、いっぱい部屋があ
るんです。なぜこんなに部屋があるんだと聞いたら、昔、昔、その昔、傘屋の前は呉服店で、
呉服の丁稚どもがずっと住むような 3 畳間がいっぱいあったり、座敷があったりというの
で、これは面白いと思って、「なんぼで売ってくれますか」と聞いたら、安いことを言われ
て、「よし、買った」と言って、そこに 1 千万ほど投資しまして、2 年間でコミュニティハ
ウスをつくりました。 
 このもう 1 つ前に、「まちなか情報室ぜっぴ」がありまして、「ぜっぴ」というのは「絶
対」という意味で、「絶対にまちづくりを成功させる」という意味です。このあたりで「絶
対」というのを「ぜっぴ」といいます。その「情報室ぜっぴ」に「ボックスストア」といい
まして、40、50 センチの立方体をあなたに貸しましょうというのをやりました。それが新
聞に取り上げられましたところものすごく人気が出ました。ほとんどがおばちゃんです。も
のを作っているおちゃんですが、自分で値段を付けてそのボックスへ置くのですが、それが
売れたら我々NPO は 10％の還元をしてもらうこと、最初の敷金を払ってもらいます。 
 私もずっと商売をしてきましたが、人件費がなかったらどんな企業でもやっていけると
思いますが、その「ぜっぴ」はそれが始まりでした。人件費を発生させず、奥様方のボラン
ティアによって運営していきましょうということでやりました。ご主人は会社勤めをして
自分はずっと専業主婦をしていたけれども、いつの日かレジを使ってみたかったとか言い
ながら、わいわいがやがやとやってくださいます。ぜっぴには 150 人ぐらいの会員がいま
す。 
 Umbrella をつくったときにもそのぜっぴが母体となり、ぜっぴのゼネラルマネージャー
をしていた人ががとにかく取り仕切る場面にいてもらっています。この前 70 歳過ぎたとお
っしゃていましたが、非常に若々しくて、オンワードのスーパーバイザーをしておられたの
で、世の中や流通経済のことをよく知っていて、人使いもまことによろしく、そういう人が
いるので umbrella も非常にうまくいっています。特に若い人にも umbrella はうけがいい
ので、ぜっぴはおばちゃま方、umbrella は若い人です。若い人が、「ぼくはこういうこと
をしているからこういうことがしたいのですが」という悩み事や、「空き店舗どこかありま
せんか」という情報が即そこに入ってきます。 
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 先日、福山の輝く女性大賞をあの人がもらいまして、「50 万円もらいました」と言って
おられましたので、よかったなと思ったところです。 
 そのように環境と両輪でやっているわけですが、市はそうでもありませんが、国の補助の
場合は必ず報告書を出さなければいけません。この 5 年間の通行量の推移、経済産業省で
は売上高の推移を出せというのもあります。ところが地方都市がいちばん困っているのは、
ウロウロする人間がいなくなっているということです。ですから、通行量もへちまもないん
です。きょうはたまたま火曜日なのであまりないとはいえ、いつもはそれ以上かというとほ
とんどいません。 
 では、みんな何の商売をしていらっしゃるのかということなんですが、実はこの改造事業
をするのに道路を掘り起こすなどして 3、4 年はかかりましたので、福山市の担当の人間が
「木村さん、4、5 年も掘り返しなんだとしていたら商売大丈夫ですか」と心配するんです。
「それは、大丈夫です」と、といいますのは、結局、この 10 年、バブルがはじける中で、
商人が商売のやり方を変えざるを得ないということを痛感してきました。ですから、店はそ
こにあっても、店へ並べたものでもって商売はできないわけです。ですから、裏で外商やら
ネットやら、見えないところで売上を多少とも上げているわけです。 
 ところが、流動客が即影響してくる喫茶店などの業種はおやめになるところもあります。
今後はどうかというと、モグラたたきが発生する要因の 1 つは後継者不足もありますが、
小売商業が商店街で成り立つのかという話です。それがいちばん問題です。 
 国に報告を出しますのに、通行量調査を 6 月にやっておりますが、あまり関心事にはな
っていません。ところが、「パンのマルシェ」という、それは、私たちが店の中でがちゃが
ちゃするよりも通りで何かしたいという、ぜっぴのおばちゃま方の中の発想で始まったん
です。ちょうど自己資金なしで補助が出るというので、安倍さんはそういうことが好きなん
で、消費税を上げる前には必ず大盤振る舞いをします。それで 400 万をもらって、まずは
空き店舗対策で産直の八百屋を郊外でやっている人を連れてきました。4 ヶ月ぐらいの間、
1 ヶ月ごとにイベントで食の祭典というのでやりましょうと、そして最後の 12 月に何をす
るかというときに、ある人が「家庭で作っているパンを売ってみたい」ということでやった
ところ、それがすごい人気で、1 年ほどそれを年 2 回ほどやっていたのですが、それはカウ
ントがはっきりしていないかもしれませんが、8 千人から 1 万人ぐらいがぎゅうぎゅうと来
て、昔の元旦朝市と同じぐらいぎゅうぎゅう詰めになりました。 
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（石原） にぎわい補助金でしょうか。 
 
（木村） そうです。全国商店街振興組合連合会のにぎわい補助金です。 
 
（石原） ずいぶん関わっております。 
 
（木村） それで 400 万もらい、次の年は 100 万、100 万ですから、どのやつの報告書を
書けばいいんかということで、報告書を書くのが面倒臭くてしょうがないんです。4、5 年
にわたって全振連のにぎわいをどんどん入れておりました。 
 ですから、通常はほとんど人というのがウロウロしていませんが、何か当たるイベントを
したときにはめちゃくちゃ多くなります。では、それは商店の皆さんにとっていいことなの
か、悪いことなのかということですが、悪いことではないけれども、自分たちの売上にはあ
まり関係ないんです。それによって自分のところの売上が多少とも関係するかというと、ほ
とんどそうではありません。 
 ですから、先ほどの古い人たちは替わられたほうがいいんじゃないでしょうか、という話
をしましたが、それを予感として彼らも持ったのは、パンのマルシェなどをしたとき、いま
まで本通の客層としていた中高年の金持ちさんにはいっさい関係がなく、しゃれた服装の
若い人たちがほとんどです。ですから、その姿をお店の皆さんが見られたら、「うちはもう
やめるか」と思うと思います。そのへんは、いいことをしているのか、悪いことをしている
のかよくわかりません。 
 しかし、次の時代まで本通という地域をバトンタッチしていかないといけません。ただ、
ぼくらの子どもを見ていると、私自身も大学を出てバリバリ金を儲けようという気はなか
ったのですが、「金」という単語を「価値」という単語に置き換えたら、次が見えてくるよ
うな気がします。価値がどんどん変わっていって、1 人ずつの価値観がみんな変わっていっ
ています。金を儲けるというのではなく、あなたがいかに多くの価値を提供できるかという
ことですと、そういう話になっていくのかと思います。飢えて死んでしまうということは日
本においてはもうないでしょう。 
 歴史的なところでだらだらとお話しさせていただきました。 
 
７．耐火建築解体後の動向 
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（石原） ありがとうございました。 
 耐火建築というのはここにあった 1 棟だけでしょうか。 
 
（木村） 集合体でつくったのはこの 1 棟だけです。 
 
（石原） それが平安商事のことがきっかけで、解体されて、この通町交流館に生まれ変わ
っていくということでしょうか。 
 
（木村） そうです。解体され、都市型のマンションになります。 
 
（石原） それは倒産した後、平安商事がマンションをということで解体したということな
んでしょうか。 
 
（木村） 平安商事は、自分たちで経営するということではなく、ゼネコンの佐藤工業に売
り渡すということをはじめから目論んでいたんです。安く落として、こっちに高く売るとい
うことなんですが、先ほど先生がおっしゃった「壊す」というのは、佐藤工業が手に入れた
状態で壊すということですから、結局、3 つ業者が存在します。平安商事が土地を、佐藤工
業、それで佐藤工業が建てたものを誰が買うのかというとダイアパレスです。ダイアパレス
までの構想が組まれた状態で平安商事が落としたんです。 
 
（石原） まだその建物はしっかりしていましたでしょうね。 
 
（木村） しっかりしていました。 
 
（石原） ですからちょっと意外です。あのころできたものもいままで残って、「さぁ、ど
うしよう」というのがいまごろですから、もう 30 年前にぶっ潰したというのはもったいな
かったなと思ってお聞きしました。 
 
（木村） 建築や構造上の問題ではなく、商業上の問題でした。経営全員がこうなってしま
いました。ですから、そこに参画していた 20 軒というのは本当にお気の毒な状態でした。 
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（石原） わかりました。ありがとうございます。 
 
（木村） いま、まち中にある木造のお店を改造していくという作業も範疇に入るのですが、
100 平米以上で 1、2 階の店舗があったのですが、これも商業上の都合によって閉鎖されて
しまいました。防火建築ではないというのが 1 つの大きな要因でした。それで消防署や建
築指導課などへいろいろ話を聞きに行ったりしています。現在、福山市がリノベーション事
業といって、小倉のほうでがちゃがちゃやっていらっしゃる嶋田さんを雇って、内閣府から
何とかさんが来てまたいろいろやっています。そのリノベーション事業で、あるところの 3
階建ての建物をリノベーションすると、既に 1 階の半分はそこへ入っていらっしゃるのを、
そこのこっち側が倒産してやめられたからそれと 2 階と 3 階とをリノベーションをすると
いうことで、市の商工課も指導してそれをずっとやっていて、何月何日にオープンすると言
っていたのがぜんぜんオープンしないので「どういうことなのか」と聞いたところ、「あれ
は消防法でできないことになりました」と言うんです。市がやることですし、はじめからそ
の一級建築士も入っているだろうにと思うわけです。この前もパン屋さんをオープンさせ
たのですが、そのビルが防火建築うんぬんで、そのあたりも、昭和 30 年代に木造でつくっ
ておるところがみんな何かことをしようとすると引っ掛かります。 
 
８．周辺地域の耐火建築 
（渡辺） 福山繊維ビルはご存知でしょうか。 
 
（木村） はい。 
 
（渡辺） 東桜町で駅前のほうですね。 
 
（木村） そうです。 
 
（渡辺） それはまだありますでしょうか。 
 
（木村） 2013 年、平成 25 年に「リムふくやま」と書いてありますが、これはそごうの後
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で、そのそごうの後をリムにしたのと同じころに繊維ビルを壊しました。繊維ビルこそ大昔
のドヤ街のようなところになっていますが、あれは 2 階か 3 階建てで、非常に汚い状態で
した。これが、いまの再開発事業で同じ東桜町のほうへできております。あれが 5、6 年前
で、ちょうど 2013 年だったと思います。ここのショッピングセンターは先ほどおっしゃる
ようにきっちりした建物でしたが、向こうのあれはもう防災も防火もあったことではあり
ませんでした。 
 
（渡辺） 繊維ビルは、昭和 36 から 39 と、この前の建物よりも 4、5 年前ぐらいににつく
られているように出ているのですが。 
 
（木村） そうです。再開発は設計士と建築屋が儲かるだけであとはダメです。いま、伏見
町では再開発が頓挫しました。結局これが、地元の人間からすれば、こういうことです。伏
見町自体は繊維街で、瀬戸内などの島々の皆さんや東西南北の洋品店など繊維を扱ってる
人たちが伏見町に買いに来られていました。その伏見町で先進性のある人たちが昭和 30 何
年にその繊維ビルに移られました。その次に、代が代わるような調子で先進性のある連中が
卸団地のほうに移られました。そして残った人たちは頑迷固陋な人たちで、そんな人たちが
集まって再開発ができるわけがなく、何十年も揉み上げたのですが結局できませんでした。
そして、繊維ビルはそういう中であまりちゃんと投資した建物じゃありませんので、それが
いま再開発ビルで、その名前がアイネス（ines）といいます。ines という名前はどこから出
たのかというと、繊維（seni）の逆なんです。それは、マンションメーカーが福山でいちば
ん高いものを建てて、その 1、2 階をテナントにし、駐車場を 4 階から上のほうにつくりま
した。 
 これがうまい具合にいけばいいと思っていますが、中のお店がよく替わると聞いていま
す。 
 
（渡辺） リッチモンドホテルか何かが入っているんでしょうか。 
 
（木村） リッチモンドホテルはその隣です。 
 
（石原） 正面の道路の向こう側ですね。 
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（木村） そうです。駅前通りの向こう側です。 
 事務所がよく頑張っている人たちで、交流があるのですが、頑張っていろいろやっていら
っしゃいます。 
 「キャスパ」というのがアイネスの並びの駅に近いところにあるのですが、これらが耐震
が×でもう壊さないといけません。ですから、この当時のダイエーさんやニチイさんの建物
がこの 2、3 年で壊されています。 
 
９．福山市中心部における地域商業構造 
（渡辺） ダイエーはどこにあるのでしょうか。いまもあるんでしょうか。 
 
（木村） いえ、ダイエーがなくなったときに、トモテツセブンというそのへんの地主の方
がキャスパという SC をつくり、その SC がダイエーの土地を買収したのですが、何にも使
い用がなく 10 年間そのままで、このたびそこの地域が再開発地域に指定されまして、ダイ
エーのところにはホテルができるべくダイエーの建物はなくなりました。 
 次はニチイと NHK です。NHK も福山に NHK の事務所を持つ必要がないと、よそに借
りたほうがいいということで、ニチイさんもこれから取り壊しが行われ、そこはマンション
になります。 
 ですから、昭和 30 年代から 40 年代につくられた駅前地域の建築物がすべてやり替えの
状態です。 
 
（渡辺） 南側が昔からの商業地区でしょうか。 
 
（木村） お渡しした地図でいけば、先ほどいった駅の東側 500 メートルにいまの本通が
南北に通っています。駅の西 500 メートルのところ、この地図にはないここにそごうさん
ができました。先ほど言っている駅前の幅が広い道から少し狭くなったあそこに ines がで
きました。先ほどの伏見町再開発なるものは、駅の本通側の広い区画です。ここの再開発を
狙っていたのですが、ここが何十年来でできませんでした。 
 
（渡辺） パーキングがたくさんあるところですね。 
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（木村） そうです。駐車場がいっぱいできています。 
 そごうさんが来て、伏見町の開発にも絡んで、伏見町の土地をそごうさんがいっぱい買わ
れました。そうしたところ、既存のデパートの天満屋さんも「そごうに負けてはならず」と
やったので、この中は虫食いの状態です。福山で坪 100 万以上と言ったら「へーっ」って言
いますが、それがバブルのときですから 2 千万ぐらいにまでなりました。それを再開発と
いうことで、広島のたぶんアーバンコーポレーションだったと思いますが、マンションメー
カーが入りました。商業関係の大きなところはそごうと天満屋が虫食いにしていますから、
伊勢丹やほかのところが手を挙げてくることはなく、そういう中でバブルがはじけて今日
に至り、お国のほうが再開発は難しいということで、先ほども言いましたが、内閣府のほう
から小倉と同じでぼろっちい建物をどんどんリノベーションしてそれでやってくださいと
いうことになりました。 
 それはそれで面白いのだと思いますが、黒崎の再開発の実績をいろいろたどっていくと、
2 年後に倒産状態になっています。結局は、先ほどの「再開発というのは設計屋とゼネコン
が儲かる」という話はそこから出ました。ゼネコンは出来上がれば自分たちは責任はないの
で出ていきます。後は、地主で銭を出した人たちが残りますが、倒産すれば皆さんお気の毒
なことです。そういう例になってはいけないので、伏見町はリノベーションという小さい建
物を生かしています。 
 私はこういうようなところの話をすると行政の悪口ばかりになりますからあえて言いた
くはないのですが、市長が駅前が空洞化しているのを何とかしようということで、市長が選
挙のときに「中心部の活性化が私の一丁目一番地です」と手を挙げられたんですが、中心部
というとこのへんも中心部に入るのですが、いま、やっていらっしゃることは駅前です。そ
ういう中で、福山市の財政はどうなのかというと、JFE などがあって他の都市と比べてそ
れほど困窮していることはないにしても、右肩下がりではあります。人口減で、我々から見
ると中心部というのはビルは建てても空洞化は激しくなる一方という感じになっています。 
 ですから、「中心部の存在価値とは何ぞや」というのは難しく思います。そういう中で、
いまのリノベーションに関わっているような人たちは、大銭をかけてそうせずに、小銭でこ
ういうふうにするしかありませんと言います。 
その商工課や新しくつくった駅前開発課などありますが、役人さんというのは自分が与え
られたことは一生懸命しなければということで一生懸命にするのですが、やはり縦割りに
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なります。しかしそこを統括した 1 つのものがないと、みんながそれぞれ同じ事を言って
やっています。そして、すべてが小粒な話になっています。それはおかしいのではないかと
いうのはこの 2、3 年あります。 
 でも、ご本人たちは皆さま真剣に頑張っておられるのですが、先ほど言ったように、建物
ができて、開店日まで指定して用意したのに、消防のほうからダメだと言われてできなかっ
たなど、何だかどうも……。 
 
（石原） 基本的に課単位で動くからです。 
 
（木村） 皆さん、経済・文化系の方が多いとはいえ、それは消防や建築はある程度の下地
をみんな理解していないといけないと思いますが、大きいところ、特に役所は縦割りです。
一般企業であんなに縦割りではやっていかれません。 
 
１０．福山本通商店街と行政とのかかわり 
（石原） 先ほど、会議所とはうまくいっていたけれども、行政とはあまりうまくいってい
なかったというお話がありましたが、その話をお聞きして意外だったのは、ウラベさんが何
かやっていますよということで私が最初におうかがいしたころ、行政のほうから「こんなこ
とをやったらどうか」というのをいろいろ提案があるようにおっしゃっていたという記憶
があります。行政からするとホームランを打ってくれなくてもいいから、必ずセンター前で
もいいからヒットを打ってくれと、要するに空振りはしないと、それが行政は必要なんだと、
それを必ずやってくれるのはここ、本通ファーストだということで、いろいろ声を掛けても
らうというようなことをおっしゃっておられたという記憶がありましたので、いい関係だ
ったのかなと思ったのですが、必ずしもそうではなかったということでしょうか。 
 
（木村） それは時系列的にウラベさんが理事長をなさっていたときが、綱引き大会などが
あった昭和 59 年ごろでしたので、このころは市長さんはまぁまぁでした。市長さんによる
んです。 
 
（石原） では、そのときは替わったのですね。 
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（木村） 替わったんです。 
 
（石原） 我々もあちこちで行政と付き合う方法で、見逃しの三振をしないと、ホームラン
を打たなくてもいいのできちっと対応できるという安心感が必要なんだと言っていました。 
 
（木村） 行政さんも、いま先生がおっしゃるのは、近代化計画というのができましたが、
商店街の近代化計画を推進しなければいけないという大きな中で、市も商工会議所もそれ
をもって動いておりました。ところが、私からいわせると、アメリカにそうとう言われた大
店法による規制緩和によって、いままでの商調協である程度規制をかけていくというのが
バンとはらわれた時代から、福山市のほうも、こちらを守っていこうと、商業は商店街で成
り立っているという論理は取り払っていきました。 
 どこも同じだと思いますが、大型店が雨後の筍のごとくできていって、商店街が完全に右
肩下がりになり、商店街イコール前時代的なものであるという烙印を押された状態でした。 
 そんな中、その市長は税理士出身で私の先輩でもあるのですが、ものはあまりわかってお
られませんでした。若造でしたから、商工会議所の会頭がしっかり者のお年寄りで、その人
は市長を目下のようにやったわけです。それで市のほうも「商業関係はもうどうにもならな
い」と言って、そしてとばっちりを受けたのは我々でした。 
 ですから、ウラベさんが理事長を長くされて立派な方でしたが、ウラベさんも小さい布団
屋さんでしたが倒産されたと思います。そして我々の先輩のシダハラさんだと思いますが、
このときにそごうの問題が……。 
 
（石原） そうだと思います。たぶん、私が初めてお邪魔したのが 89 年の 1 月だと思いま
す。 
 
（木村） 平成元年ですね。コミュニティ・マートをあれして、西町そごうの反対運動をや
りました。 
 
１１．福山市中心部のまちの歴史 
（石原） もう 1 つ、この福山のまちで戦前から、古くの商業地はこのへんだと思います
が、駅の向こうの大黒町の能宗さんの話をシャワーのように気化された記憶がありますが、
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あそこはチンチン電車が上のほうから通ってきていたのでしょうか。 
 
（木村） そのことを書いていますのが、15 ページです。「とおり町は昔も今も出会いの
街」という表題があって、そこの右下に地図があります。いま先生がおっしゃられる能宗さ
んのところは、いちばん向こうが胡町、その次に大黒町があって、ここが能宗さんところで、
そして今町、笠岡町、そしてこの木綿橋に通じるのですが、この 4 つの商店街というのは江
戸時代から「とおり町」といわれていました。 
 
（石原） ここ全体、胡町からがとおり町でしょうか。 
 
（木村） そうです。ですから、私が能宗さんと話をして、将来は胡町がとおり町 1 丁目、
おたくの大黒町が 2 丁目、今町が 3 丁目、笠岡町が 4 丁目、船町まで入れて 5 丁目までに
すればよろしいという話をしていたのですが、それの起点になるのが先ほどの胡町駅で、こ
れは両備鉄道というシュッポッポといくやつです。あれが北のほうで、いまは福塩線という
のが中国山地のほうへ通っていますが、それとは少しルートは違っていましたが、いわば北
からの人たちをそこのどこに置こうとしたわけです。 
 もう 1 つは、霞町駅がありますが、これは鞆鉄道の駅で、鞆というのは瀬戸内海にありま
すが、その人たちがシュッポッポで霞町駅へ来て、その霞町駅からずっと福山駅まで両備鉄
道も鞆鉄道も通じていました。 
 いまのキャスパなどダイエーを買収したとか言っていたのは、この鞆鉄道の社長さんの
ご子孫で、いま、会頭をしている林さんです。 
 そういうところで、北の人は胡町駅で降りて、南のほうの人は霞町駅で、その人たちがず
っとここの木綿橋というところがゼロ地点なんだと、みんなここへ来ておられたというこ
とを、このようにあえて「出会いの街」といい、それを復活させようという話です。 
 能宗さんはとても面白い特殊な人で、いまでも「市長さん、文化財を壊さないでください」
という旗を立てています。あれは 10 何年前に駅前を整備するとき、あそこからたくさんお
城の三の丸の石垣が出たのです。その石垣を壊そうと福山市がしておったのに待ったをか
けました。彼が待ったをかけたわけではなく、文化保護委員会から待ったがかかりました。
その石垣を自分のところの寺院の石垣に利用したということがありました。 
 大黒町に明治の鹿鳴館のレンガの通をつくり、マンションのはしりとなるような、立派な
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マンションではなく、彼独特の建物をつくりました。彼はアメリカ帰りで、そういう合理的
な精神を持っています。自動車博物館というのを北のほうへつくるなど、いっぱいいろいろ
なものをつくりました。非常に面白いです。 
 我々もこの木綿橋に関連する 4 つのまちが集まっておりますが、北の大黒町と提携して
いかないといけないだろうという話をそろそろしようと思っております。結局、いま私ども
のある部分の悩みは、中心部活性化は市長を目指しておりますが、駅前ばかりが特に強調さ
れていっておりますので、我々は度外視されるのではないかという危惧がありますので、そ
こで、ここのとおり町と一体にして、今度は霞どおりと、北のほうに神社やら仏閣、また、
美術館やら博物館もありますので、環状線的なもので構成していけばいいなと、それが初夢
だったと先日皆さんに申し上げました。たぶん、商店街の困った人が集まって何かしようと
いう話です。 
 駅前は、久松通さんでも元町さんでも貸そうと思えば貸せる状態です。きょうお店をやめ
て、明日ホウレンソウを出せば言ってきます。言ってくる人はほとんど居酒屋ですが、居酒
屋でよければみんないつでもやめて、居酒屋に貸せるという状態ではあります。伏見町のよ
うにぐじゃぐじゃのところはリノベーションといってもなかなか大変だと思いますが、久
松通、元町のあたりは「資産運用」においては大丈夫です。 
 しかし、最近はあまりいろいろなところを見に行っていませんが、地方の中心部の商店街
が構造的に難しいところが多いような気がします。こういうふうな私でも、講演に来てくだ
さいと言われて、去年のいまごろ備前市に呼ばれました。みんな来ますから備前商工会議所
でちょっと話をしてくださいということで、私はこういうふうにコミュニティで頑張って
いますという話をしました。それで全体を見てみたいと思いまして、車やら歩きやらで見て
回りましたが、何かで活性化するということはあり得るのかなと思いました。 
 
（石原） 大きな投資が難しくなってきています。なるべく小さい投資でということで、で
すからリノベーションもその流れです。お店として物販店が非常に入りにくくなっていま
すし、先ほどおっしゃっておられたように、物販店も外販・通販でしのげても、人が来なく
なって人が通らなくなると飲食さえもダメになります。最後の頼みの綱はコミュニティと
いうことでいくのですが、それで人が減ってしまうとまた困るということで、コミュニティ
さえいれなくなってしまいます。 
 どうしてもダウンサイジングを考えざるを得ない状況にはなっています。 
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（木村） そうですね。 
 以前、コンパクトシティというので青森がすごいなどと言っていましたが、「いや、たい
したことはないですね」という話も聞きます。ただ、いまの人口減の中ではそういった、先
生のお話は当たり前のように感じます。 
 
１２．福山市中心部の住宅開発・供給 
（渡辺） まち中ではマンションが増えているんでしょうか。 
 
（木村） ここへマンションができるころはマンションに大反対していました。商業地で店
が軒を連ねているところへなんでマンションだということで、わざわざここを買い取った
のも、ここを住宅にするというので「そりゃ、困る」ということでこういうふうに逆手を取
ってしたのですが、それ以降はやはりマンションは増えています。 
 例えば 3 キロ、5 キロ、10 キロぐらい郊外に大きな団地がたくさんあるのですが、それ
は日本鋼管などの製鉄所へお勤めになられる方がいますが、10 年から 20 年前に思ったの
は、日本鋼管の工場をつくった人たちが私たちの歳以上ですから、息子さんや娘さんはほと
んどその団地からいなくなって、老人夫婦になったら車に乗るのも大変だから、ではまち中
のマンションへ移ろうと、そうすれば美術館などにも近いし、自分たちも面白い人生もまだ
できるしという話でした。ところが、その伊勢丘の自分たちの土地が売れなければ話になり
ません。しかしバブルがはじけて自分たちのところを処分できなくなって、その計画もうま
い具合にいかなくなったという、ある部分そういう問題は抱えています。 
 日本鋼管も JFE も大きい会社ですから、市と相談して、ショッピングセンターなり何な
りを抱き込んでいまして、それも地域の人たちのコミュニティなんです。ですから、「木村
さん、コミュニティといっても中心部だけじゃない。私たちは既にそこにコミュニティをつ
くっています」という話です。 
 いまのダウンサイジングの中で、人間は経験に基づいて生きていっていますから、なかな
か吹っ切れていきませんが、傍目から見たら、ちょっとそういうことになります。福山の場
合は、それはそれでいいのかなと思います。 
 尾道というのは特殊なところなので、特殊性で成り立っています。三原は工業なのでちょ
っと困っていると思います。ここでいけば倉敷は頑張っています。岡山はどうなんでしょう
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か。県庁所在地ですからよろしいですが、桃太郎だけであまり特徴がありません。それは神
戸から向こうはいろいろやりますが、この瀬戸内の倉敷、福山、尾道、三原といったら団子
のような状態でしたが、倉敷がある程度そういった文化性で突出しています。ただ、観光地
といっても、倉敷の観光はたいしたことはないというところです。尾道というと、私の娘も
尾道が好きで、あそこは戦災に遭っていないので、この前からよく家事になっています。 
 路地裏へ猫がウロウロして、その猫が楽しいというのもありますし、娘は「お父さん、ラ
ーメンのおいしいところがあるから行ってみよう」と行くと、路地の汚いところで、椅子も
昔の小学校の椅子のように小さい椅子で、そこはおじいさん、おばあさんが経営されていま
した。あそこは特殊性だと思います。先日も太陽光発電のケーブルから出火した火事もあり
まして、そのへん全体が焼けました。人的被害はありませんでした。そういう意味で、福山
は B29 でやられて戦後復興していますから、防災的に、尾道のようなぐじゃぐじゃなとこ
ろは伏見町に多少残っているぐらいです。 
 
１３．戦災復興 
（渡辺） 1945 年に「壊滅」と書かれていますが、どの範囲までやられたんでしょうか。 
 
（木村） 中心部ほとんどやられています。お城もそれで焼けました。ですから、いまはコ
ンクリートのお城です。全体がやられました。 
 私は昭和 20 年 2 月の生まれですから、その 8 月に原爆やらがここの空襲やらがありまし
た。親は我々赤ちゃんをつれて芦田川という川の向こう側へ疎開しまして、向こうからお城
が燃えている、みんな燃えているという情景でした。 
 
（石原） 私は 18 年 3 月です。 
 
（木村） 私よりも年上ですね。戦中派ですね。 
 
（石原） ぜんぜん覚えてはいませんが。 
 
（木村） 私たちもギリギリ戦中派です。 
 余談ですが、面白いのは、新聞で自分の生まれた日を入れたらその日の新聞が出てきます。
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私のを見ていたら、「玉砕」「米英撃滅」「鬼畜米英」などいろいろ出ていました。私の妻
は昭和 22 年生まれて、妻のを出しましたところ、もうガラっと違いました。「これから生
命保険は大事です」などアメリカの文化ばかりでした。 
 
（石原） 「いまから死んでこい」と言っていたのにですね。 
 
（渡辺） 昭和 21 年に「戦災復興都市計画承認」とありますが、その当時はどこが変わっ
たのでしょうか。 
 
（木村） ほとんどの中心部の街区全体が変わりました。城下町ですから、昔は敵を防ぐた
めにカギ型にしていましたが、現在でも路地にはそういうところが残っています。 
 
（渡辺） こっち側もカギ型のまちだったのですね。 
 
（木村） ええ。それで面白いのですが、この『よんまち新聞』で皆さんがいちばん興味が
あるのは、この昔の地図です。これは水野家時代といって福山の始まりのころです。この廃
藩置県のころのやつや、明治のとき、大正のとき、昭和のときの連続でこういうふうにしま
す。それを見るのが楽しいです。 
 これを見ますと、いまおっしゃったカギ型のところはそれほどまち中にはないかなと思
います。そして、とおり町というのはなぜとおり町といわれるかといいますと、カギ型なし
の 1 本筋であったということからです。 
 
（石原） これでいうと、とおり町はどこになりますでしょうか。 
 
（木村） ここに木綿橋があります。このまっすぐ行ったところです。 
 いま、胡町駅があったいうのがここの城下町の総門という、福山城下への入口のところで、
そのあたりで胡町の鉄道がきました。これは面白いです。 
 年に 2 回か 3 回その小冊子を出すのですが、今回のものがきのうちょうど刷り上がりま
したが、「昭和 5 年の中心部」とあって商店の名前がみんな出ています。そうすると「え
っ、あそこが出ているよ」と、いまは鄙びて何もしていらっしゃらないところに「メリヤス」
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とか「モスリン」とか……。 
 
（渡辺） 道路はけっこう綺麗に戦災復興計画でやって、建物時代は当時はバラックだった
んでしょうか。 
 
（木村） 20 年代はそうだったかもしれませんが、25 年ぐらいからはどんどん建てていか
れたでしょう。でも、このあたりでいちばん古い建物というのは 30 年代だと思います。そ
れで、道路は拡幅しています。 
 先ほどの昭和 5 年の地図で面白いと思ったのは、商店が入れ替わっているんです。何と
か屋さんというのはいまはここにあるけれども、昔はこっち側にあったんだなというよう
に、ものすごく入れ替えをしています。それで、年寄りから聞きますと、恨み辛みもありま
す。 
 
（渡辺） 恨み辛みもあるのですか。 
 
（木村） あのときの戦災復興都市計画であの人は悪いことをしたとか、何とかとおっしゃ
います。 
 
（渡辺） その前までは代々続いていた土地なんでしょうか。 
 
（木村） そういうことだと思います。ですから、あのときに「うちは三尺削られた」とか、
「こっちを削られた」とかです。 
 
（石原） たぶん、区画整理が入ってやりますから、区画整理をやりますとどうしても小さ
くなります。 
 
（木村） それを恨むわけです。 
 
（石原） 昨日、実は岡山の大手町でそういうお話をお聞きしました。上之町のところで商
業施設がずいぶん建てまして、そのときずいぶん入れ替わっているんです。大きなお店が、
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木造のこんなのが鉄筋のビルになって価値が上がるんだから小さくなって当たり前だとい
うことで小さくなると、そして商売をやめた人はこっちのほうに替わってくるという感じ
で、ずいぶん、昨日お話をうかがった人も、向こうの小さいところからこっちの大きなとこ
ろへ引っ越してきたと言っていました。 
 
（木村） 去年、表町の南のほうの方で、青年部などの方がいらっしゃって、こういう座談
会をすることがありました。表町というと、そうとう憧れの的のようなところでしたが、い
まはどうでしょうか。駅前のイオンが大きいですし、天満屋さんもいまはちょっと元気があ
りません。知事になっておられますので。 
 皆さんのテーマに合ったことだったかどうかわかりませんが、そういうことです。 
 
［了］ 
 
 
 

























































































